
別紙様式（Ⅳ） 

 

商品名：キユーピーアマニ油マヨネーズ 

 

健康被害の情報収集体制 

健康被害の情報の対応

窓口部署名等 
キユーピー株式会社品質保証本部お客様相談室 

  電話番号 ０１２０－１４－１１２２ 

  ファックス番号 ０３－３３００－５７４４ 

  電子メール soudan@club-kewpie.jp 

  その他  

連絡対応日時 

（曜日、時間等） 

受付時間 9:00～17:30 (土・日・祝日を除く) 

平日の受付時間以外、並びに土・日・祝日のお問

い合わせにつきましては、お返事までにお時間を

いただくこととなります。 

その他必要な事項 

 

（組織図及び連絡フローチャートを添付すること） 
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商品名：キユーピーアマニ油マヨネーズ 

届出食品に関する表示の内容 

科学的根拠を有する機能

性関与成分名及び当該成

分又は当該成分を含有す

る食品が有する機能性 

【届出表示】 

本品にはα-リノレン酸が含まれます。 

α-リノレン酸には血圧が高めの方に適した機

能があることが報告されています。 

一日当たりの摂取目安量 

【１日当たりの摂取目安量】 

１日当たり１５ｇ、目安として大さじ１杯分

を摂取して下さい。 

一日当たりの摂取目安量

当たりの機能性関与成分

の含有量 

機能性関与成分名：α-リノレン酸 

含有量：２．６ｇ 

保存の方法 直射日光を避け、なるべく涼しい場所に保存 

摂取の方法 

１日当たり１５ｇ、目安として大さじ１杯分

を摂取して下さい。 

（１日当たりの摂取目安量と併せて表示しま

す。） 

摂取する上での注意事項 
本品は多量摂取により疾病が治癒したり、よ

り健康が増進するものではありません。 

調理又は保存の方法に関

し特に注意を必要とする

もにあっては当該注意事

項 

（有・無） 

   

※内容量等により表示事項が異なる場合、その内容を全て記入する。 
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商品名：キユーピーアマニ油マヨネーズ 

 

食品関連事業者に関する基本情報 

届出者の氏名 

（法人にあっては名称及

び代表者） 

キユーピー株式会社 

代表取締役社長 三宅 峰三郎 

届出者の住所 

（法人にあっては主たる

事務所所在地） 

東京都渋谷区渋谷一丁目４番１３号 

製造者の氏名（製造所又

は加工所の名称）及び所

在地 

※複数ある場合、全てを

記載 

 

製造所：キユーピー株式会社 挙母工場 

 

所在地：愛知県豊田市日南町２丁目１ 

消費者対応部局（お客様

相談室等）の連絡先 

（電話番号等） 

キユーピー株式会社品質保証本部お客様相談室 

０１２０－１４－１１２２ 

情報開示するウェブサイ

トのＵＲＬ 
http://www.kewpie.co.jp/  

届出事項及び開示情報に

ついての問合せ担当部局 

部 局：キユーピー株式会社品質保証本部 

お客様相談室 

電 話：０１２０－１４－１１２２  
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届出食品に関する基本情報 

商品名 キユーピーアマニ油マヨネーズ 

名称 マヨネーズ 

食品の区分 
☑加工食品（☐サプリメント形状、☑その他）、 

☐生鮮食品 

錠剤、粉末剤、液剤

であって、その他加

工食品として扱う場

合はその理由 

－ 

当該製品が想定する

主な対象者（疾病に

罹患している者、妊

産婦（妊娠を計画し

ている者を含む。）

及び授乳婦を除

く。） 

血圧が高めの方とされる正常高値血圧者及び高め

の血圧が気になりだした正常血圧者 

健康増進法施行規則

第 11 条第２項で定め

る栄養素の過剰な摂

取につながらないと

する理由 

本品の 1日摂取目安量は 15g となっている。 

健康増進法施工規則第 11 条第 2項で定める栄養素

について、その過剰な摂取が国民の健康の保持増

進に影響を与えているものは、本品摂取目安量

15g に含まれる量として以下の通りである。 

1.脂質：12.0g 

2.飽和脂肪酸：0.99g 

3.コレステロール：14mg 

4.糖類：0.1g 

5.ナトリウム：98 ㎎（食塩相当量：0.2g） 

  

「日本人の食事摂取基準（2015 年）」より、推定

エネルギー必要量として成人女性で約 2000kcal/

日、成人男性で約 2700kcal/日であることから算

出すると、本基準で定める成人男女の 1日当たり

の目標量は以下の通りである。 

 

1.脂質 

「日本人の食事摂取基準（2015 年）」より、 
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脂質の食事摂取基準（脂質の総エネルギーに占め

る割合：％エネルギー）は、成人男女共に目標量

20%～30%エネルギーである。従って、1日当たり

の脂質の食事摂取基準の上限値は成人女性で

66.7g、成人男性で 90.0g である。一方、「国民健

康・栄養調査（平成 25 年）」より 1日あたりに摂

取している脂質量は、成人女性で 49.8g、成人男

性で 59.6g である。 

本品の 1日摂取目安量 15g 当たりの脂質量は

12.0g であり、通常の食事に加えて本品 15g を摂

取しても脂質の食事摂取基準の範囲内となる。従

って、過剰摂取につながらないと考えられる。 

2.飽和脂肪酸 

「日本人の食事摂取基準（2015 年）」より、飽和

脂肪酸の食事摂取基準（％エネルギー）は、成人

男女共に目標量は 7%エネルギー以下である。従っ

て、１日当たりの飽和脂肪酸の食事摂取基準の上

限値は、成人女性で 15.56g、成人男性で 21.00g

となる。本品の 1日摂取目安量 15g 当たりの飽和

脂肪酸量は 0.99g であるため上限値を超えること

はなく、過剰摂取につながらないと考えられる。 

3.コレステロール 

現在摂取基準量が設けられていない。 

4.糖類 

WHO のガイドラインにおいて、遊離糖（糖類）の

摂取を 1日の摂取カロリーの 10%未満にすること

が推奨されている。日本人の食事摂取基準（2015 

年）」より、推定エネルギー必要量として成人女

性で約 2000kcal/日、成人男性で約 2700kcal/日

であることから、1日当たりの糖類摂取基準の上

限値は、成人女性で 50.0g 未満、成人男性で

67.5g 未満である。本品の 1日摂取目安量 15g 当

たりの糖類量は 0.1g であるため上限値を超えるこ

とはなく、過剰摂取につながらないと考えられ

る。 

5.ナトリウム 

「日本人の食事摂取基準（2015 年）」より、ナト
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リウムの食事摂取基準は食塩相当量として、目標

量は成人女性で 7.0g 未満、成人男性で 8.0g 未満

である。本品の 1日摂取目安量 15g 当たりの食塩

相当量は 0.2g であるため、上限値を超えることは

なく、過剰摂取につながらないと考えられる。 

 

以上より、本品の 1日摂取目安量 15g の継続摂取

により、健康増進法施行規則第 11 条第 2項で定め

る栄養素の過剰な摂取にはつながらないと判断し

た。 

 

しかしながら、本品を多量に摂取した場合、各栄

養素の過剰摂取につながる恐れがあるため、商品

外装の摂取上の注意表示において、「本品は多量

摂取により疾病が治癒したり、より健康が増進す

るものではありません。」と注意喚起を促してい

る。 

販売開始予定日 2016 年 6 月 17 日 
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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 キユーピーアマニ油マヨネーズ 

機能性関与成分名 α-リノレン酸 

表示しようとする

機能性 

本品にはα-リノレン酸が含まれます。 

α-リノレン酸には血圧が高めの方に適した機能があることが報

告されています。 

 
２．作用機序 
α-リノレン酸の血圧降下作用について、以下の作用機序が報告されている。 

α-リノレン酸は、血圧調節に関わる酵素であるアンジオテンシン変換酵素（ACE）を阻

害することで、血管収縮および Na 再吸収が抑制され、血圧を低下させることが動物実験に

より示されている。高血圧ラットを用いた試験において、ACE の活性および遺伝子発現を

低下させることが確認されている 1)。 

ブラジキニンは 9 個のアミノ酸からなるペプチドで、一酸化窒素（NO）合成促進、アラ

キドン酸遊離作用などを有し、血圧低下に関わる物質である。ブラジキニンはプロスタサ

イクリン（PGI2）および NO を増加させることで血管拡張に働くことが知られている 2)。

高血圧ラットを用いた試験において、α-リノレン酸の摂取により、血中ブラジキニン濃度

が増加することが報告されている。また、血中 NO 濃度の増加、および PGI2の安定代謝産

物である 6-keto-Prostagrandin F1αの増加が高血圧ラットを用いた試験で確認されている

3),4)ことから、α-リノレン酸はブラジキニン濃度を上昇させることで、PGI2および NO の

産生を増加させ、血管の拡張に働いていると推察できる。 

α-リノレン酸は、生体内において不飽和化酵素と鎖長延長酵素の働きにより、EPA、DHA

へと変換される。しかし、変換される割合は全体の 1～10％程度と少ないため、α-リノレ

ン酸摂取による血圧低下作用は、上記の機序が主であると考えられる。 

以上より、α-リノレン酸は、ACE の阻害およびブラジキニンの濃度上昇といった複数の

機序を介し、血圧の低下に働く可能性が示唆されている。 
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